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会  議  録 

会 議 名 第２５期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１３回 

事 務 局 公民館貫井南分館 

開 催 日 時 令和元年８月６日（火）午後３時４０分～午後５時１０分 

開 催 場 所 学習室Ｃ 

出 席 委 員 
阿部光子委員、今村誠委員、大野芳輝委員、金ケ江博紀委員、 

髙橋陽子委員 

欠 席 委 員 川原美紀委員 

事 務 局 員 松本浩明主任、高橋義教、永島汐美 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

会 議 次 第 １ 公民館運営審議会（７月１８日開催）の報告 

２ 令和元年度講座について（未定分） 

３ 各講座の報告と計画 

〔報告〕成人学校 書に親しむ、軽量粘土でデコレーション PART

２子どもから大人まで楽しく作れる貝殻モチーフのリー

ス 

〔計画〕成人学校「江戸野菜に親しもう」、成人学校「親子で社会

科見学」、高齢者学級「けやき学級」、市民講座「家族でで

きる身近な防災を考えよう」 

４ その他 なし 

 

次回の日程 

   令和元年９月３日（火）午前９時３０分～学習室Ｃ 

 

 

 



 2  

 

審議経過（主な発言要旨等） 

 

１ 公民館運営審議会（７月１８日開催）の報告 

⑴ 報告事項 

ア 都公連委員部会運営委員会について 

   ７月２日（火）第４回委員部会運営委員会を本館学習室で午後２時開催され、

第１回委員部会研修会（９月７日、小金井市市民会館萌え木ホール、午後２時～）

についてのチラシ確認、情報交換として「公運審の役割」をまとめた。次回の都

公連研究大会の課題別集会テーマの検討等を行った。７月４日（木）午後２時か

ら第２回東京都公民館研究大会企画委員会を昭島市公民館で開催、メインテーマ

「公民館の役割再発見～新たな広がりをめざして～」に決定。９月７日（土）都

公連委員部会研修会「公民館の活性化 若者に魅力ある公民館にするには」が実

施される。松本と企画実行委員今村が出席予定。 

 イ 公民館事業の報告について 

   貫井南分館から成人学校「押し花アートの世界へ」を提出、質疑なし。 

 

⑵ 協議事項 

  ア 小金井市公民館中長期計画について 

     新庁舎・（仮称）新福祉会館に公民館本館の執務機能とミーティングスペー

ス等を整備することを目指すことの確認と活動場所は現本館の主催事業の

量・回数はそのままで、新福祉会館多目的室で実施。但し、新庁舎に整備予

定のミーティングスペースや会議室については、市民のみの貸し出しは行わ

ない等確認を行った。今後、本館機能の名称の検討を行う。委員作成のまと

めの中で示された新市庁舎内に公民館本館を置く等公民館主管事項でない

ことについて、確実に実行することを付帯事項として承認することという文

言は、「実現に向けて努力する」に変更することとなった。 

 

⑶ 審議事項 

    貫井南分館からは提出なし。 

 

⑷ その他について 

  ・公民館事業運営委託評価について 

    評価にあたって基礎資料の作成と評価の理由を明記すべき、また、前年と評

価年とどう違ったのかの明記が必要との提案を受けた。 

  

２ 令和元年度講座について（未定分） 

・成人学校（２回分）・市民講座（２回分）・音楽鑑賞のつどい 

成人学校でエコぞうり作成の提案があった。今年７月にボランティアセンター

で実施されたワークショップで開催され、現在も毎週１回のサロン開催をしてい
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る。市民講座では、自重トレーニングの提案があった。東急オアシスとメガロス

に実施可能か話しを聞く予定。前回の音楽鑑賞のつどいは「歌」であったため、

次回は「楽器」中心で考え、以前センターまつりで実施し人気を博した津軽三味

線の提案があったが、未定分の講座について更なる提案をお願いすることとした。 

  

３ 各講座の報告と計画 

【報 告】 

○成人学校「書に親しむ」 

   この講座は人気が高く、定員を大幅に超える申込があった。また、受講生の

満足度も高く、全６回を終えて自主グループ作りに向けて動いている。来年度

もこの講座を実施する予定である。 

  

○成人学校「軽量粘土でデコレーション PART２ 子どもから大人まで楽しく作れ 

る貝殻モチーフのリース」 

 今回は、夏休み実施の講座のため親子参加・子どもの参加者が多かった。幅広 

い世代が楽しく取り組んだ。第３回目は講師の要望により１１月３０日（土）に 

クリスマスリースの作成を予定している。 

 

【計 画】 

  ○成人学校「江戸野菜に親しもう」 

    今後の講座開催については、６月１４日（金）の分館長会議において、令和

３年度に緑分館の「共同夢農園」を統合し、来年度については、統合へ向け準

備を緑分館、貫井南分館で進めていくこととなった。７月１０日（水）に「江

戸野菜に親しもう」のスタッフ向けに緑分館との統合について、公民館から説

明を行った。今後は、東京学芸大関係者や講座の講師や緑分館の関係者と打ち

合わせを行い、東京学芸大学の意向や考えを尊重し、準備していくこととなっ

た。 

 

○成人学校「親子で社会科見学」 

   ８月２１日（水）に実施。定員２２人に対して申込は親子６組１４人だった。 

  定員にまだ余裕があるため公民館関係者も参加することにした。中央防波堤埋

立処分場はマイクロバスの中から施設職員の解説で見学することとなる。 

 

〇高齢者学級「けやき学級」 

    前半最後７月２４日の懇親会で、各班の前半講座のベスト３では「落語を楽

しもう」、「俳句を楽しもう」、「朗読を楽しもう」の評判が良かった。 

班活動が９月になったことから、前半の座学だけでも班毎の着席にするべきと

の意見が出された。「落語を楽しもう」で途中に携帯電話がなったことから、

講座開始時に携帯電話のマナーモード設定か着るかのアナウンスをするべき

であった。後半の野外学習では１０月９日（水）、１６日（水）実施の「笛木
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醤油工場見学＆川越散策」については、事前に行程について、金ヶ江委員と案

のすりあわせを行い、９月４日（水）に実踏を行うこととなった。９月２５日

の班活動は１班に金ヶ江委員が同行する。 

 

○市民講座「家族でできる身近な防災を考えよう」 

  ９月１３日（金）は、「今すぐできる身近な家族の防災術」として座学、同

月２０日（金）は東京臨海広域防災公園（そなエリア）の野外学習を実施する。

定員は２２人であるが、１３日（座学）のみ参加も可能とする。 

   

４ その他 なし 

 

次回の日程 ９月３日（火）午前９時３０分～ 学習室Ｃ 


